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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本研究は、高齢期における家族的役割の変遷や社会的役割の現状、家族的役割と精神的健康との関
連性に関する研究の視座をふまえた上で、「脱親性」や「個としての高齢者」の視点を、「主体として
生きる高齢者」という視点で統合し、高齢者の家族内外における役割と精神的健康との関連性につい
て検証している。「主体として生きる高齢者」とは、他者からの孤立でも他者への依存でもなく、自
分の役割や立場を見極め、自らの視野や活動領域を広げ、加えて他者との関係性を冷静に分析できる
ことのできる高齢者を意味する。さらに家族観や扶養観など、高齢者と家族の価値観の多様性が認め
られるわが国において、高齢者が主体的に自らの生活や人生をおくる際に重要視されるべき事柄やそ
の効果について、多角的な視点から検討が行われている。精神的健康を測定する尺度として、孤独感
と自尊感情が使用されているが、孤独感は、「主体として生きる高齢者」の否定的側面から、自尊感
情は、「主体として生きる高齢者」の存在意義や価値といった肯定的側面が意図されている。 
 本論文は、序章から終章までの 10章で構成されている。第 1章から第 3章までを第Ⅰ部として、
本論文の仮説を構築するための理論的研究として位置づけ、第 4章から第 8章までを第Ⅱ部として、
本論文の仮説に対する実証的研究として位置づけている。 
 第 1章から第 3章では、高齢者が精神的健康を保持させるために、親役割以外の新たな役割に着目
する視点と、家族形態や機能の変化を背景に、高齢期における自立を実現できる社会では、「主体と
して生きる高齢者」の視点が重要であることを論じた。なお、「主体として生きる高齢者」とは、他
者との適切な心理的距離を図れる高齢者であり、自らの視野や活動領域を広げる契機になることを意
味している。第 4章では、子どもへの満足度が低下している場合に、高齢者が脱親性（子どもの生活
の自律性への尊重）を獲得することは、家族の中における主体的な存在として自覚しやすく、精神的
健康の保持に貢献することを論じた。第 5章では、子ども夫婦との関係性において、男性は、妻や子
ども夫婦関係との質が、女性は、夫の存在や血を分けた子どもとの関係の質、友人の存在が精神的健
康の保持に貢献することを論じた。第 6章から第 8章では、個としての高齢者（家族の中で主体性を
発揮できる高齢者）の意識獲得や環境確保は、地域から孤立しやすい対象である男性や家族内で孤立
を実感している高齢者にとって、精神的健康の保持への貢献や精神的健康を保持しやすい環境への構
築に一定の効果を与えていることを論じた。一方で、エイジズムのように、周囲の家族や地域が「高
齢者はこうあるべき」という固定観念を高齢者に押しつけるような言動は、高齢者の精神的健康に悪
影響がもたらされることを論じた。したがって、家族は協力する姿勢を持つ大切さや、地域は高齢者
や家族を後押しできるような体制や事業を展開する重要性も論じた。 
 以上の研究結果をふまえ、結論として、高齢者の家族的役割にゆらぎが生じやすい現代において、
高齢者が自らの生活や人生のあり方を主体的に意識することや実践することは、自らの役割や立場が
家族外に開かれやすい状況を示唆しており、仮に家族との関係性が良好ではない場合でも、高齢者の
精神的健康の保持に貢献することが明らかになった。したがって、高齢者は、家族だけに執着するこ
となく、学習活動やグループ活動、友人など、重層的な物的・人的ネットワークを自身の周囲に構築
していくような心構えや環境を整備すること、また、そのような体制づくりを周囲から積極的に図っ
ていくことが、高齢期の精神的健康を保持する上で重要な課題であると結論づけられた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究の諸知見は、超高齢社会における高齢期の精神的健康に焦点を当て、精神的健康を保持す
るために何が必要かについて、一定の示唆を与えるものである。とりわけ、「主体として生きる高
齢者」をキーワードに、論文全体の構成が行われたことにより、著者の主張がより明確に提案され
ている。しかし、「主体として生きる高齢者」は、65歳以上人口の 8割を構成するが、残り 2割は、
寝たきりや認知症等である。したがって、本研究では、この 2割の高齢者に対するメッセージ力は
弱い。本研究が高齢者の 8割を構成する元気な高齢者であることに限定された知見であることを踏
まえれば、著者の主張には一貫性が見られる。また高齢者の精神的健康を保持することは、生活者
の視点を重視する生活科学の研究としても評価される。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（生活科学）の授与に値するものと認めた。 
 
